夏休みの生活のきまり

○○○立○○中学校

1. 重点目標

一学期の反省にもとづいて、一日一日を目的のある充実した生活ができるように、次の点に留意して生活しよう。

· 目標と計画をきちんと立て、計画に従って目標が実現できるよう努力しよう。

· 夏休みでなければできない学習に取り組もう。

· 家族の一員として、家の手伝いを積極的に行い、また家族同士の交流を深めよう。

· 健康、安全に気をつけ、生活のリズムを崩さないように規則正しい生活を送ろう。

2. 具体的な過ごし方

· 課題や夏季学習などは、夏休み全体の見通しを立てて計画的に進めよう。

· 学校のプール、部活動やその他地域で行われる行事などに積極的に参加しよう。

· 家族の一員として普段できない家の手伝いを積極的、継続的に行おう。
外出にあたっては、「行き先」「同行者」「帰宅時間」などを家の人に連絡し、服装や言葉遣い、行動などに注意して事故防止に気をつけよう。
飛び出し、信号無視による事故など、自転車による交通事故が毎年起きている。自転車を十分整備し、交通規則を守って事故防止に気をつけよう。

· ゲームセンターやカラオケボックスなどへは生徒だけで出入りしない。

生徒だけによる遠出や旅行・外泊、サイクリングは、絶対にしない（保護者の責任において十分にご指導ください）

生徒相互の生活のリズムを守るために、午前中は友人宅を訪問したり遊びに誘わない。また、午後７時以降の訪問や誘いおよび友人宅への外泊はしない。

· アルバイトは法律上からも禁じられている。
地域の一員としての自覚を高め、社会性を身につけるため、地域の行事（地域清掃など）には積極的に参加しよう。

· 健康な生活を送るように次のことを心がけよう。

1 規則正しい生活をしよう。早寝早起きの励行。朝、昼、夕の食事をきちんととろう。

2 暴飲暴食を慎もう。特に冷たい物のとりすぎはやめよう。

3 病気その他からだの異常のある人は、この夏休みに治療しよう（眼科、歯科、耳鼻科）。

4 健康維持増進を心がけ、プール、部活動にできるだけ参加しよう。
· 休み中事故や困ったことがあったら、担任や学年主任に連絡する。

3. 夏休みの行事

（1） 水泳教室

1 ねらい

· いろいろな泳法を身につけたり、長時間泳げる泳力を養成することにより、強い意志と体力の向上を図る。

· 水泳の事故防止についての心得を守り、健康・安全に留意して運動ができるようにする。

2 期　間
〇月〇〇日～〇月〇〇日　〇日間（土日はのぞく）

〇月〇〇日～〇月〇〇日　〇日間

男女別交互に行う
前半　〇〇時〇〇分～〇〇時〇〇分


後半　〇〇時〇〇分～〇〇時〇〇分

（2） 早朝地域清掃　（小雨決行）

学年
月　日
時　　間
清掃場所
予備日

１

～



２

～



３

～



· 集合場所　学校校庭
　地域の方々の指示に従い、清掃箇所の分担・清掃用具の配布を受け、活動を行う。なお、当日雨の場合は連絡網で連絡し予備日に行う。実施するかしないかの確認は、学校の近くに住んでいる人が〇時〇〇分に学校の掲示板を見に来ること。

（3） 学年登校日

１年　　　〇月〇〇日（〇）　　　〇時〇〇分

２年　　　〇月〇〇日（〇）　　　〇時〇〇分

３年　　　〇月〇〇日（〇）　　　〇時〇〇分

4. 登校について

· 夏休みに学校に用事があって登校（水泳教室、登校日、学割発行）する時は、標準服で登校する。
ただし部活動においては顧問の先生の指示に従う。

· 部活動で登校する場合は、責任者が職員室の前の登校簿に記入し、活動の前後に日直の先生に連絡すること。

· 用事なく学校に来ないこと。

· 水泳教室以外の登校の際は、職員室にある「登校簿」に記入し、日直の先生に連絡し、下校時には必ず日直の先生に下校することを知らせる。

· 登校の際は、上履きを持参する。自転車では登校しない。

· 学割発行は、事務室から交付願いをいただき、保護者が記入したのち担任の印をいただいて、事務室に提出する。その後学割を受け取る。夏休み中は、日直の先生にお願いすること。

· 活動場所以外の教室などに立ち入らない。

· 夏休みの課題
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課題内容
提出日
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· ２年

教科
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提出日
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· ３年
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